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５．暴力（ＤＶ）などについて 

（１）暴力を受けた経験 

『暴力を受けた経験がある』（「何度もあった」と「１・２度あった」の合計）のうち、「大声で

どなられた」が２割台半ば近く（24.7％）で最も多く、次いで「何を言っても長時間無視され続

けた」が１割台半ば近く（13.7％）、「なぐったり、蹴ったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたり

するなどの身体に対する暴力を受けた」が約１割（10.5％）となっている。 

なお、これらの設問からいずれかの『暴力を受けた経験がある』と答えた人（※すべての選択

肢においてひとつでも「何度もあった」「１・２度あった」を回答した人）は全体で３割台半ば近

く（33.3％）となっている。 

 

図 5-1-1 暴力を受けた経験【全体】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１６ 

現在、配偶者やパートナー、恋人がいる方、または過去にいた方におたずねします。 

あなたは、これまでに配偶者やパートナー、恋人などから、つぎのような行為をされたこ

とがありますか。（それぞれについて○は１つ） 
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性別にみると、「大声でどなられた」経験（「何度もあった」と「１・２度あった」の合計）が、

女性で３割弱（29.4％）、男性で１割台半ば超え（17.7％）で、ともに最も多い。また、女性では、

「『だれのおかげで、お前は食べられているんだ』などと、人格を傷つけられるようなことを言わ

れた」ことがある経験（「何度もあった」と「１・２度あった」の合計）が１割台半ば超え（16.1％）、

「なぐったり、蹴ったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴力を受

けた」ことがある経験（「何度もあった」と「１・２度あった」の合計）が１割台半ば近く（14.1％）

で続いている。男性では、「何を言っても長時間無視され続けた」経験（「何度もあった」と「１・

２度あった」の合計）が、１割台半ば近く（14.3％）で「大声でどなられた」経験に続いて多くな

っている。 

一方、前回調査（令和元年度）と比較してみると、（７）（８）（９）を除くいずれの項目も、「何

度もあった」と「１・２度あった」の合計が、女性、男性とも少なくなっている。 

 

図 5-1-2 暴力を受けた経験【性別・経年比較】 

 
（１）なぐったり、蹴ったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴力

を受けた 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）あなたもしくは、あなたの家族に危害を加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅

迫を受けた 
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（３）いやがっているのに性的な行為を強要された 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）大声でどなられた 

 
 
 
 
 
 
 

（５）何を言っても長時間無視され続けた 

 
 
 
 
 
 
 

（６）交友関係や電話・メールを細かく監視された 
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（７）見たくないのに、アダルトビデオやポルノ雑誌を見せられた 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（８）「だれのおかげで、お前は食べられているんだ」などと、人格を傷つけられるようなことを

言われた 

 
 
 
 
 
 
 

 

（９）生活費を渡されなかった 
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（２）暴力を受けたときの相談相手 
（問１６で、ひとつでも１.２.と回答した方） 

「どこにも相談しなかった（できなかった）」が約５割（50.7％）で最も多く、次いで「家族・

親戚」が２割近く（18.5％）、「友人・知人」が１割台半ば超え（17.8％）となっている。 

性別にみると、「家族・親戚」「友人・知人」では、女性の回答率が男性より高い。また、男性で

は「どこにも相談しなかった（できなかった）」が、６割近く（58.7％）で、女性（44.7％）より

も 14ポイント高い。 

図 5-2 暴力を受けたときの相談相手【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆その他の意見 
・誰かに相談するほどの暴力を受けた経験がない(7) 

・耐えるのが普通だと思っていた(1) 

 
【参考】前回調査結果 

 友人・知人 家族・親族 同 じ よ う

な経験を

した女性・

男性 

家庭裁判

所 、 弁 護

士 、 警 察

など 

医 師 、 民

間のカウ

ン セ ラ ー

など 

市役所の

相 談 窓

口、女性セ

ンター、子

育て総合

セ ン タ ー

など 

学校関係

者など（教

員・養護教

員・幼稚園

教 諭 、 保

育士、スク

ールカ ウ

ンセラー） 

その他 相 談 し な

かった（で

き な か っ

た） 

無回答 

全体 27.1 23.6 11.6 7.1 6.7 4.9 2.7 1.3 59.6 4.9 

女性 29.2 24.3 12.5 7.6 6.9 3.5 2.1 0.7 56.3 4.9 

男性 24.0 22.7 9.3 6.7 5.3 8.0 4.0 2.7 66.7 2.7 

 問１６－１ あなたは、暴力を受けたとき、誰かに相談をしましたか。（○はいくつでも） 

（％） 
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（３）相談をした時のエピソード 
（問１６－１で、１.～８.のどれかに○をつけた方） 

回答があったうち、主な内容は以下のようであった。 

 

 分類 内容例 同様の意見 

１ 気持ちが楽になった。 気持ちが少し楽になった。周りの人に相談した

際、助ける、協力すると言ってくれて安心した。

相談した自分を責めるようなことを言わなかっ

たことに感謝している。 

８ 

２ 第三者の目で自分の状況を確認でき

た。 

第三者に相談したことで、自分に落ち度がない

ことがわかった。自分の考え、思いは間違ってい

ないと確認できてよかった。 

３ 

３ 専門家のアドバイスで問題が解決に

向かった。不安が拭えた。 

市の相談窓口から専門家につないでもらい、書

類作成をすすめることができた。市役所、弁護

士、警察が連携して安全な問題解決の手続きな

どアドバイスをしてくれた。 

３ 

４ 解決に至らなかった。相談したこと

でかえって傷付いた。 

相談しても解決に至らず無意味だった。子供の

頃に被害を受けて教師に相談したところ、相手

の方が可哀想と言われ、本当は自分が悪いのか

もしれないと傷付いた。思い出したくない。（身

近な人に相談して）人に知られるのが嫌だ。 

３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 問１６－２ 
あなたが相談したときのエピソード（相談してよかったこと、気になったこと

など）を書ける範囲で教えてください（自由記載）。 
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（４）相談しなかった理由 
（問１６－１で、９.「どこにも相談しなかった（できなかった）」と回答した方） 

「相談するほどのことではないと思ったから」が４割台半ば近く（43.2％）で最も多く、次い

で「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」が３割近く（28.4％）、

「相談しても無駄だと思ったから」が２割台半ば（25.7％）となっている。 

性別にみると、「自分さえ我慢すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」「相談し

ても無駄だと思ったから」「恥ずかしくてだれにも言えなかったから」で、特に女性の回答率が男

性より高い。一方、「相談するほどのことではないと思ったから」「自分にも悪いところがあると

思ったから」「どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから」は、男性の回答率が女性よ

りも 10ポイント以上高くなっている。 

なお、「どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから」は前回調査（令和元年度）と比

較してみると、男性の回答率が約９ポイント上がっている。 

 

図 5-3 相談しなかった理由【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 問１６－３ 
あなたが相談しなかった（できなかった）理由はなんですか。（○はいくつで

も） 
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【参考】前回調査結果 

 相談する

ほ どのこ

とではな

い と 思 っ

たから 

自分にも

悪い所が

あると思

ったから 

相 談 し て

も無駄だ

と 思 っ た

から 

自分さえ

我慢すれ

ば、なんと

かこのま

ま や っ て

いけると

思ったか

ら 

相談する

人がいな

かったか

ら 

他人を巻

き込みた

く な か っ

たから 

ど こ （ だ

れ）に相談

し て よ い

のかわか

らな か っ

たから 

恥ずか し

く てだ れ

にも言え

なかった

から 

世間体が

悪いと思

ったから 

全体 57.5 29.1 20.1 16.4 14.2 9.7 6.0 6.0 5.2 

女性 55.6 18.5 17.3 18.5 16.0 8.6 6.2 8.6 7.4 

男性 62.0 46.0 22.0 14.0 12.0 12.0 6.0 2.0 2.0 

 
 相手の行

為は愛情

の表現だ

と 思 っ た

から 

相 談 し た

こ と が わ

かると、仕

返 し を 受

けたり、も

っ と ひ ど

い暴力を

受 け た り

す る と 思

ったから 

そ の こ と

について

思 い 出 し

た く な か

ったから 

他人に知

られると、

これ ま で

通りのつ

きあい（仕

事や学校

などの人

間関係）が

でき な く

なると思

ったから 

その他 

全体 5.2 3.7 3.0 1.5 8.2 

女性 4.9 4.9 2.5 2.5 12.3 

男性 6.0 2.0 4.0 - 2.0 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆その他の意見 

・相手がかわいそうと思った(1) 

・相手を打ちのめすための力を付けるまで耐えるのみという覚悟が決まっていたから(1) 

・2～3日たてば元に戻ったから(1) ・反対された結婚だったから(1) 

・加害者への対応や支援(1) 

（％） 
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（５）暴力の防止や被害者支援のための施策 
（ここから全員の方） 

「電話・メール・オンライン面談などの窓口を増やすなど、相談しやすい環境を整備する」が

５割台半ば超え（56.4％）で最も多く、次いで「被害者の自立支援（子どもの養育、住宅の確保、

就労支援など）を行う」が５割近く（48.0％）、「ＤＶ被害者の住民票の閲覧制限など、プライバ

シーを守る施策を充実する」が４割強（41.1％）となっている。 

性別にみると、女性、男性ともに、「電話・メール・オンライン面談などの窓口を増やすなど、

相談しやすい環境を整備する」が最も多くなっている。女性と男性で回答に特に違いがみられる

のは「親しい間柄でも暴力は人権侵害であるとの意識を啓発する」で、女性の方が男性よりも回

答率が 20ポイント以上高くなっている。なお、いずれの項目も、女性の方が男性よりも回答率が

高くなっている。 

 

図 5-4 暴力の防止や被害者支援のための施策【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１７ 
あなたは、配偶者等からの暴力の防止や被害者の支援のため、どのような対策が必要だと

思いますか。（○はいくつでも） 
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◆その他の意見 

・人権や男女平等に関する教育(5) ・避難できるシェルターの設置(4) ・加害者への対応や支援(4) 

・被害者への自立等の支援(2) ・周りの人の意識の仕方も大事(1) ・子育て時代からあたたかく育む(1) 

・職員の強制執行の強化(1) ・法的な権利や権限による被害者の保護(1) 

・自分によるエンパワーメント、目標を明確にして努力する(1) 

・加害者と被害者の両者の話を公平に聞き取れる人材が必要(1) 

・録画公開による、DV の抑止(1) ・虚偽の DV 報告による、子供の連れ去りや養育費の請求を防止する対策(1) 
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６．あなたの仕事・職場について 

（１）職業について 

「今は仕事はしていない（リタイア・休職中・その他）」「専業主婦・専業主夫」を除くと、「そ

の他サービス業（対人サービス）」が 10.4％、「医療・福祉」が 5.8％、「製造業」5.4％、「公務員」

が 5.2％となっている。 

性別にみると、女性は、「専業主婦・専業主夫」が２割台半ば近く（24.4％）、「その他サービス

業（対人サービス）」１割強（12.0％）となっている。男性は、「今は仕事はしていない（リタイ

ア・休職中・その他）」が２割台半ば超え（26.3％）、「製造業」「その他サービス業（対人サービ

ス）」が 8.8％となっている。なお、回答者は 60代以上が約５割（49.5％）である。 

 

図 6-1 職業について【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１８ 現在のあなたのご職業は何ですか。主たる業種をお答えください。（○は１つ） 
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（２）働き方 
（問１８で、１.～16.のどれかに○をつけた方） 

「正社員・正職員」が４割台半ば超え（47.1％）で、「派遣・契約社員、パートタイム、アルバ

イト」が４割近く（38.0％）、「自営業、自由業、その他」が１割弱（9.2％）となっている。 

性別にみると、女性は、「派遣・契約社員、パートタイム、アルバイト」が５割強（52.6％）で、

「正社員・正職員」が約４割（40.3％）、「自営業、自由業、その他」は 4.5％である。男性は、「正

社員・正職員」が５割台半ば超え（56.3％）で、「派遣・契約社員、パートタイム、アルバイト」

は２割強（21.5％）、「自営業、自由業、その他」が１割台半ば近く（13.3％）である。 

50歳以下でみると、「正社員・正職員」が６割弱（59.2％）、「派遣・契約社員、パートタイム、

アルバイト」が３割弱（29.8％）となっている。 

 

図 6-2 働き方【全体・性別・現役世代】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問１９ あなたの働き方はつぎのうちどれですか。（○は１つ） 
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（３）非正規雇用で働く理由 
（問１９で２.と回答した方） 

「時間的な拘束が大きいフルタイムの形を望んでいないから」が３割台半ば超え（36.6％）で

最も多く、次いで「採用に年齢制限があり、今の形態しか選べないから」と「家事・育児・介護な

どのため」が２割強（ともに 21.4％）となっている。 

「時間的な拘束が大きいフルタイムの形を望んでいないから」と「家事・育児・介護などのた

め」は、特に女性の回答率が高い。「税や社会保険料の負担が増えない範囲で働きたいから」も、

男性（6.9％）と比べて女性（21.0％）の回答率が高くなっている。一方、男性は、「仕事の内容が

容易であるから」が３割強（31.0％）となっており、女性（14.8％）と比べて回答率が高くなって

いる。 

図 6-3 非正規雇用で働く理由【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆その他の意見 

・定年になったため、退職後に仕事をしているため(3) 

・年金だけでは生活できないため(1) 

・子育てしながら出来る仕事だったため仕方なく(1) 

・給与面など正社員のメリットが少ない(1) 

・契約期間がある方が精神的に楽(1) 

・いろいろな職に携われるため(1) ・資格や能力がないため(1) 

 問１９－１ 
派遣・契約社員、パートタイム、アルバイトで働いている理由は何ですか。 
（○は３つまで） 
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（４）仕事上の悩み 
（問１９で、１．（正社員・正職員）または２．（派遣・契約社員、パートタイム、アルバイト）に○を

つけた企業・団体に雇用されている方） 

「賃金・諸手当が少ない」が３割強（31.9％）で最も多く、次いで「とくに悩みや不満はない」

が２割台半ば超え（26.3％）で、「人間関係がむずかしい」が約２割（20.7％）となっている。 

性別にみると、女性は、「賃金・諸手当が少ない」が３割台半ば超え（37.1％）、「人間関係がむ

ずかしい」が２割台半ば近く（23.1％）となっており、男性の回答率よりも高い。また、男性は

「労働時間が長い」が２割台半ば超え（26.7％）となっており、女性の割合(13.3％)よりも高く

なっている。 

また、割合は高くないものの、「自分や同僚がハラスメントを受けている」が、女性で 4.9％、

男性で 2.9％となっている。 

図 6-4 仕事上の悩み【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 問１９－２ あなたの現在の仕事上の悩みは何ですか。（○はいくつでも） 

◆その他の意見 

・在宅勤務日の削減、勤務時間を柔軟に選択できる制度がない(2) 

・職場が遠い、通勤時間が長い(2) ・休みづらい(2) ・労働環境が悪い(2) 

・倒産リスク(1) ・仕事に行きたくない日もある(1) ・定年後の職業探しが困難であること(1) 

・子の体調不良で、同僚がすぐに早退したり休んだりする(1) 

・年配男性ベテランと若い世代の意識の違いにより、新人が定着しにくい、コミュニケーションが少ない(1) 
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（５）職場での性別による差別 
（問１９で、１．（正社員）または２．（派遣・契約社員、パートタイム、アルバイト）に○をつけた企

業・団体に雇用されている方） 

「とくに性別による差別はない」が５割台半ば超え（57.0％）で最も多く、次いで「男女で昇

進・昇格の機会に差別がある」(10.0％)、「女性の仕事は補助的業務や雑務が多い」（8.4％）とな

っている。 

性別でみると、「とくに性別による差別はない」では、女性の方が男性より回答率が 11 ポイン

ト高くなっている。また「男女で募集や採用で差別がある」では、女性より男性の回答率の方が

約９ポイント高くなっている。 

 

図 6-5 職場での性別による差別【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆その他の意見 

・女性の方が優遇されている(2) 

・女性は現場では昇進しにくい、働きにくい(2) 

・女性のみの職場、女性ばかりの職場(2) 

・女性は本来の業務以外に、雑務をやらされる傾向がある(1) 

 
 

 
問１９－３ 

あなたの職場では、つぎのような性別による差別がありますか。（○はいくつで

も） 
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【参考】前回調査結果 
 女性の仕

事は補助

的業務や

雑務が多

い 

男女で昇

進・昇格の

機会に差

別がある 

男女で募

集や採用

で差別が

ある 

男女で賃

金・昇給の

面で差別

がある 

女性には

結婚退職

や出産退

職の慣習

がある 

男女で入

社時研修

や業務研

修などの

機会に差

別がある 

性的指向・

性自認に

よる差別

がある 

女性の定

年が男性

より早い 

その他 

全体 15.1 12.9 9.8 7.1 5.5 1.2 0.9 0.3 2.8 

女性 15.4 13.0 8.9 8.9 5.9 1.2 1.8 0.6 3.6 

男性 15.0 12.4 11.1 4.6 5.2 1.3 - - 2.0 

 
 と く に 男

女の差別

はない 

と く に 性

的指向・性

自認によ

る差別は

ない 

わ か らな

い 

無回答 

全体 52.0 11.1 11.1 3.1 

女性 50.9 11.8 11.2 3.6 

男性 53.6 10.5 10.5 2.6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 
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（６）働いている理由 
（問１９を回答された方） 

「生計を維持するため」が６割台半ば超え（66.1％）で最も多く、次いで「自分で自由に使え

るお金を得るため」が４割台半ば超え（46.4％）、「将来に備えての貯蓄のため」が４割台半ば近

く（44.4％）となっている。 

性別にみると、「生計を維持するため」が女性、男性とも最も多く、男性の回答率は７割台半ば

超え（76.3％）で、女性（57.8％）より約 19 ポイント高い。「自分で自由に使えるお金を得るた

め」は、女性の回答率が５割台半ば（55.2％）で男性（37.0％）より約 18ポイント高くなってい

る。また、女性では「家計を補助するため」（35.7％）や、「自分の能力や資格を活かすため」（29.9％）

の回答率が、男性より 10ポイント以上高くなっている。一方、「住宅ローンなど借金返済のため」

については、男性の回答率が２割台半ば（25.9％）であり、女性より 10ポイント以上高くなって

いる。 

図 6-6 働いている理由【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆その他の意見 

・運動のため(2) 

・就業先に貢献するため(1) ・新たな経験や技術を得るため(1) 

 問１９－４ あなたが働いている理由はつぎのうちどれですか。（○はいくつでも） 
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【参考】前回調査結果 
 生計を維

持するた

め 

自分で自

由に使え

るお金を

得るため 

将来に備

えての貯

蓄のため 

生きがい

を得るた

め 

働 く こ と

は当然で

あるため 

家計を補

助するた

め 

仕事が好

きである

ため 

自分の能

力や資格

を活かす

ため 

社会に貢

献するた

め 

全体 65.8 51.5 50.5 34.2 29.8 28.1 27.3 26.0 24.7 

女性 50.5 55.9 51.0 36.1 23.8 37.6 30.7 33.2 23.3 

男性 83.2 47.0 50.8 32.4 37.3 17.3 23.2 18.4 27.0 

 
 子の教育

資金を得

るため 

住宅ロー

ンなど借

金返済の

ため 

視野を広

げたり、友

人を得た

り す る た

め 

時間的に

余裕があ

るため 

家業であ

るため 

その他 わからな

い 

無回答 

全体 20.4 19.4 17.6 13.0 2.8 2.8 0.5 0.5 

女性 19.8 11.4 22.8 15.3 3.0 3.5 - - 

男性 21.1 28.1 11.4 10.8 2.7 2.2 1.1 0.5 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（％） 
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７．性の多様性について 

（１）自分の性のあり方について 

自分の性のあり方について悩んだことが「ある」割合は 2.9％で、女性では 2.3％、男性では

3.4％となっている。 

図 7-1 自分の性のあり方について【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）身近な人について性のあり方について 

「身近な人についての性のあり方について」悩んでいる人が「いる」割合は 4.8％で、女性では

4.3％、男性では 5.4％となっている。 

図 7-2 身近な人についての性のあり方について【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２０ 
あなたは、今まで自分の性のあり方（自分の性別に違和感をおぼえたり、恋愛感情が同性

に向かうなど）について悩んだことはありますか。（○は１つ） 

問２１ あなたの身近に性のあり方について悩んでいる人はいますか。（○は１つ） 
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（３）多様な性を認め合う社会をつくるための取り組み 

「学校における性の多様性を理解するための教育」が５割強（52.0％）と最も多く、次いで「同

性婚の法制化を進める」が３割台半ば近く（33.0％）、「気持ちや情報を共有できる居場所づくり」

が２割台半ば超え（27.8％）となっている。 

性別にみると、「性別にかかわらず利用できる施設・設備（トイレ・更衣室など）の整備」と「市

民や市内企業等への啓発活動」を除く項目で、男性よりも女性の回答率が高くなっている。特に、

「気持ちや情報を共有できる居場所づくり」では約 14 ポイント、「行政職員や教職員への意識啓

発」では 10ポイント、女性の回答率が男性より高くなっている。 

 

図 7-3 多様な性を認め合う社会をつくるための取り組み【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２２ 
あなたは多様な性を認め合う社会をつくるために、どのような取り組みが必要だと思いま

すか。（○はいくつでも） 

◆その他の意見 

・メディア（テレビ等）での情報発信(1) ・制服（学校、職場等）スカート廃止(1) 

・温泉施設の家族風呂(1) ・男と女の概念をなくし、「人間」ひとつにする(1) 

・以前、職場に同性愛者の職員がいたが、差別されることはなかった(1) 

・服装で性別を判断しない世の中になることを期待している(1) 

・そもそも、生物学的に多様性というのは難しいと思う(1) 

・予算をかけるのなら、物価上昇やコロナ等に傾注する方が望ましい(1) 

・普通に生活をしたいので、あまり詳らかにしないでほしい(1) 

・悩んでいる人のために、このアンケートで意見を集められれば良いと思う(1) 

・日本において、ほとんどの人は特に気にしていない（暗黙に認めている）と思う(1) 

・多様な性が存在する事実に反する情報や、特定のセクシュアリティへの嫌悪を、若い世代が無批判に受け取らないよう、

学校の授業などで啓発することの方が重要である(1) 
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８．男女平等・男女共同参画を進める市の施策について 

（１）条例や制度等の認知度 

各取組について「知らない」が６割以上となっている。特に、「多摩市男女平等参画に関する苦

情処理制度」において「知らない」は、８割近く（78.9％）、「男女平等・男女共同参画情報誌『た

まの女性』」において「知らない」は、７割強（71.8％）となっている。 

「多摩市女と男の平等参画を推進する条例」の認知度を経年比較してみると、大きな変化はみ

られず、「知らない」が６割台半ば以上である（平成 27 年 68.5％、令和元年 69.1％、令和６年

65.6％）。 

図 8-1-1 条例や制度等の認知度【全体】 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

図 8-1-2 「多摩市女と男の平等参画を推進する条例」の認知度【経年比較・全体】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２３ あなたは、つぎの多摩市の取り組みを知っていますか。（それぞれ○は１つ） 
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（２）「ＴＡＭＡ女性センター」の認知・利用について 

「知らない」が全体で約７割（70.6％）、女性で６割台半ば近く（64.3％）、男性で８割近く（78.0％）

となっている。特に男性では「知らない」が多く、女性と約 14 ポイントの差がみられる。また、

女性では、「知っているが利用したことはない」が３割強（32.2％）で男性(20.0％)よりも高い。 

前回調査（令和元年度）と比較してみても、女性、男性とも「知らない」の割合に大きな変化は

みられず、女性よりも男性の方が「知らない」の回答率が高いという傾向も変わりない。 

 

図 8-2 「ＴＡＭＡ女性センター」の認知・利用について【全体・性別・経年比較】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２４ 

男女平等・男女共同参画を推進する総合的な拠点として、京王線聖蹟桜ヶ丘駅前に「ＴＡ

ＭＡ女性センター」があることを知っていますか。また、利用したことがありますか。

（○は１つ） 
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（３）「ＴＡＭＡ女性センター」への要望 

「わからない」を除いて、「女性の職業能力開発・就業・起業などを支援すること」が２割強

（22.8％）で最も多く、次いで「男女平等・男女共同参画に取り組むグループの活動や交流を積

極的に支援すること」（19.6％）、「男女平等参画に関する講座やイベントを充実すること」

（19.4％）、「女性の視点にたった相談事業を充実すること」（19.4％）がいずれも２割弱で続いて

いる。 

「女性の職業能力開発・就業・起業などを支援すること」「女性の視点にたった相談事業を充実

すること」といった女性の支援に関わる項目は特に女性の回答率が高く、これらの項目における

男性の回答率との差は、10ポイント以上である。一方、男性では「男性も利用しやすいようにす

ること」が２割弱（19.0％）、「男性を対象とした相談を実施すること」が 7.8％と、男性向けの取

組のニーズもみられる。 

図 8-3 「ＴＡＭＡ女性センター」への要望【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆その他の意見 

・名前が紛らわしい、名前に疑問がある(8)・アピールや周知(3) 

・一時保護施設を備える(1) 

問２５ 
あなたはＴＡＭＡ女性センターの運営にどのようなことが重要だと思いますか。 

（○はいくつでも） 



67 
 

（４）「ＴＡＭＡ女性センター」の名称について 

「わからない」を除くと、全体では「変えた方がよい」が３割近く（28.4％）と多い。 

性別でみても、「わからない」を除いて、「変えた方がよい」は女性で３割強（31.8％）、男性で

は２割台半ば近く（24.9％）で、「このままでよい」と「名称はこのままで、愛称をつけたほうが

よい」よりも多い。 

 

図 8-4 「ＴＡＭＡ女性センター」の名称について【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２６ 
市では「ＴＡＭＡ女性センター」という名称について、名称の見直しを検討しています。 

現在の名称についてどう思いますか。（○は１つ） 
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（５）災害に強いまちづくりに必要なこと 

「女性用品、乳幼児用品など、必要な物資について、十分な量を備蓄すること」が６割近く

（58.2％）で最も多く、次いで「災害対応や復興に女性の視点が活かされるよう、女性リーダー

の育成を図ること」が３割台半ば超え（36.1％）、「市の災害に関する対応マニュアル等に、男女

平等の視点を入れること」が３割弱（29.0％）となっている。 

性別にみると、「女性用品、乳幼児用品など、必要な物資について、十分な量を備蓄すること」

の女性の回答率は７割弱（69.4％）で、男性（47.3％）よりも 20 ポイント以上高い。また、「自

主防災組織における女性の参画を促進すること」以外の項目についても、男性と比べて女性の回

答率が高くなっている。 

図 8-5 災害に強いまちづくりに必要なこと【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆その他の意見 

・男女を意識しすぎることではない、災害時に男女平等と言っていられる余裕はない(2) 

・一人暮らしの女性のプライバシー(1) 

・災害対応の予算を増やすこと(1) 

・消防団やボランティアにもメリットがあるようにすること(1) 

・多摩で発生しうる災害の種類の可能性、そこから考えられる想定について、男女同じ人数でさまざまな年代を

集めた会議で相談する(1) 

 
 

問２７ 

「多摩市女と男の平等参画を推進する条例」では、男女平等参画社会の視点に立った災害

に強いまちづくりをすることが定められています。そのために、あなたはどのようなこと

が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 
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（６）多摩市が推進する施策の力点 

「学校で男女平等に関する授業を実施したり、男女平等について考える機会をもつ」が５割弱

（49.1％）で最も多く、次いで、「困難な状況に置かれている方（ひとり親、高齢者、障がい者、

生活困窮者など）への支援などを行う」が４割台半ば超え（46.1％）、「多様な保育サービスや子

育てを地域で支えあうネットワークづくりをすすめる」が３割強（31.5％）となっている。 

性別にみると、「性的指向・性自認に関する正しい理解が進むよう意識啓発を行う」を除いて、

男性よりも女性の回答率が高い。特に、「困難を抱える女性に対して、ワンストップで関係機関に

繋げるなどの支援を行う」「ＴＡＭＡ女性センターの認知度の向上や相談機能の充実を図る」「女

性の就労や再就職、起業などを支援するセミナーや相談会を行う」「女性のライフステージに応じ

た健康支援の充実を図る」では、女性と男性で回答率に 10ポイント以上の差がみられる。 

 

図 8-6 多摩市が推進する施策の力点【全体・性別】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆その他の意見 
・弱い立場の男性のことも考慮する必要があると思う(2) ・DVの具体例を挙げ、加害者本人に説明を求める(1) 

・身近なところに相談窓口をつくる(1) ・老若男女問わず、個人の能力や思想を尊重し、補い合う社会に向けた取り組み(1) 

・当たり前のように早く帰れる職場環境(1) 

問２８ 
これから多摩市が推進する男女平等・男女共同参画に関する取り組みのうち、どのような

ことに力を入れていったらよいと思いますか。（○はいくつでも） 
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９．男女平等・男女共同参画のご意見について 
回答があったなかで、「男女平等・共同参画を進める意義、必要性を感じる。学び合える社会に

していくことが必要」「男女には違いがある。それを補い合い、支え合うことが大切」「男女が安

心して働ける社会の実現、具体的な改善策、行政支援を求める」といった内容の意見が、複数み

られる。 

 

 分類 内容例 同様の意見 

１ 男女平等・共同参画を進める意義、

必要性を感じる。学び合える社会に

していくことが必要 

差別を感じることがある。皆がもっと目を向け

るべき。深く根づいた慣習を変えるのは難しい

かもしれないが、制度だけでなく人々の意識を

変えていくことが必要。ビジョンの共有、交流・

コミュニケーションが必要。 

22 

２ 男女には違いがある。それを補い合

い、支え合うことが大切 

性別よりも個人を見る姿勢、思いやりが大切、社

会的弱者を包括的に考えることが大切。 

20 

３ 男女が安心して働ける社会の実現、

具体的な改善策、行政支援を求める 

女性が活躍しやすい社会の実現、男性の長時間

労働の緩和、労働環境の改善など。同性婚、早期

に選択制夫婦別姓導入、女性議員を増やす、授乳

エリアの確保 など 

14 

４ 男女平等より支援が必要な分野があ

る 

高齢者施策、快適な道路や公衆トイレの整備な

ど、他にもっと必要なところに税金を使うべき。

アンケートの目的・使われ方が不明確。 

10 

５ 男女共に不利益が生じないよう、男

性への配慮も必要 

女性の地位向上だけが目的にならないよう、お

互いに尊重出来る環境づくりが必要。男性も利

用しすく参加しやすい事業を行ってほしい。 

９ 

６ 多摩市の施策や女性センター等での

取組の発信、PR が必要 

多摩市として、発信してほしい、リーダーシップ

発揮を期待する。女性参画に向けた意識啓発が

必要。 

８ 
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